








































の一泊研修は、介護福祉士になるという志を高めるために、 「理想の介護福祉士像」 テーマで、グループワークをした。徹夜でのグループワークは、活発な意見を出して共通の目的意識ができ、それらを模造紙にまとめて翌日発表した。クラスの仲間意識が芽 え、私はこれまで看護専門学校で一三年間教鞭をとってき が 福祉ついては、初めての経験で知 乏しく不安があった。講義で困ったことは、私自身が福祉 現場体験がなく看護体験を話すと、生徒から「私たちは介護 を目指しており、看護師を目指していません」と指摘され、これを契機に私は福祉大学へ編入し、福祉施設 実習を体験した。こうして生徒 共に私も成長していった。
終末期介護の講義の時、Ｙ生徒が叔母の看取りの体験
を詳細に作文に書いてくれた。その作文を読み上げながら、妹の死と重なり途中涙で読めなくな が、生徒は





り入れた。季節行事の餅つき、七夕、ゲートボールなど生徒が計画・立案し、実施した。就職後 福祉の現場のレクリエーションで活用できるよう工夫した。餅つきは、生徒の体験者が少なく、近隣の高齢者の参加をお願いして生徒と一緒に実施した。最初は興味をしめさなかったが、餅米を蒸し、杵でつき、餅丸めなど作業をするうちに、高齢者 話 声や笑顔が出てきた。
七夕会では、校庭にある笹竹を切り、こよりを縒り、






































に実習状況を聞き、生徒からは、実習内容や困った とを聞き、生徒間の情報交換や助言をする。実習でトラブルがあり呼び出されることもあっ 入所者 花瓶を割る、移動時の打撲や転倒など 特に入所者に身体的外傷を負わせた場合は 施設長や指導者にあいさつ 行き、生徒が精神的に落ち込んだ場合は、学校で指導したこもあった。
生徒から「入所者がいつもと様子が違うと指導者に報










減少した。県下に介護福祉養成校が開設当時 七校であったが、平成一六年には二四校（学科を含む）に増加し、生徒募集が困難になった。また、高校へ生徒募集訪問すると介護福祉を希望する生徒が減ってきたと言われた。それは、 現場の労働待遇 悪くなり（福祉制度の変更や入所者の重度化 よる職業病）離職する人が増えたことも影響してい 生徒増に向けて対策会議を重ねてき が、効果は上 らなかった。若者にとって福祉職場が魅力的なものでなくなり、本校 みでなく


































前には手作りの木製表札を建てていたが、見 たらなかった。しかし、九株の記念樹は大木に成長しており、嬉し 卒業生が訪れるの 待っ るか ようある。第一期生から第一一期生までの様々 思い出が走馬灯のように甦ってきた。
 五階階段教室と第 1 期生寄贈の演台と花台
